
別紙様式３ 

 

 ２０２３年（令和５年）２月２０日 

 

福山市立水呑小学校長 様 

  

                         福山市立向丘中学校区 

学校関係者評価委員会 

 

 

 ２０２２ 年度（令和４年度）学校関係者評価報告書 

 

評価結果 

 評価項目 評価 

１ 中学校区や学校のめざす子ども像がよく分かった。 ◎ 

２ 中学校区や学校の児童生徒の現状や課題がよく分かった。 ◯ 

３ 学校が本年度何を重点目標として取り組むのかがよく分かった。 ◯ 

４ 短期経営目標や評価項目・指標等の達成状況がよく分かった。 ◯ 

５ 短期経営目標の自己評価結果に基づく改善方策がよく分かった。 ◯ 

６ 短期経営目標の自己評価結果に基づく改善方策を実行している。 ◯ 

７ 
中学校区や学校は，教育活動に関する情報を，保護者・地域住民
等に積極的に発信している。 ◯ 

８ 
積極的な情報発信により，中学校区の学校・保護者・地域が互い
に連携協力を深めている。 ◯ 

【意見等】 
・予告なしの避難訓練の目標が達成できていない点は非常に残念である。行動することによってのみ得られることがあ

るはず。いろいろな課題はあると思いますがご一考を。 

・安心して通える学級づくりに関しては，担任・学年だけでなく，全体の課題として取り組み，原因となっている課題

と改善策を共有し，地道に粘り強く対応をしていくしか解決策はないように思える。 

・働き方改革の具体的な全国事例が知りたい。現状のままの先生の人数では，地域や保護者との連携は時間的に難しい。

現場の工夫だけでなく，人員増強にお金をかける教育改革を望みます。 

・コロナ渦の対策も次第に緩和されるが，マスク着用は継続とのこと。少子高齢化でますます子ども達の育成は何より

大切な課題と考える。 

※ 評価基準 

評価 基  準 説   明 

◎ 
十分満足できると判断
されるもの 

「評価項目」に示されている状況を高
い水準で達成していると考えられる。 

○ 
おおむね満足できると
判断されるもの 

「評価項目」に示されている状況をお
おむね達成していると考えられる。 

△ 
努力を要すると判断さ
れるもの 

「評価項目」に示されている状況を達
成していないと考えられる。 

 
 


